
 

 

 

 

 

 

 

 ２年生が、家庭科の授業で調理実習を行いました。授業のめあては、「弁当作りに挑戦しよう」です。
安全に、かつ、協力して取り組みました。また、「冷凍食品を使って時短に取り組んだ」など工夫しなが
ら調理しました。できあがった弁当は、担任の先生を招待して、みんなでおいしくいただきました。 
 ２年生の家庭科は、これで終了となります。後期は、技術の授業になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 田中佑樹先生が、２Ａで道徳の研究授業を行いました。読み物資料を使っ
たり役割演技をしたりして、「まじめ」について考えました。「まじめ」につ
いて、自分の考えをペアで伝え合ったり、学級全体で話し合ったりしました。
「他人から見てまじめと思われることが本当のまじめだと思う」という意見
も出るなど、「まじめ」について、今までとは少し違う考えに気づく生徒もい
ました。 
 今日の学びが学校生活にどう生かされるのか、今後の生徒の様子が楽しみ
です。 
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 １０月１７日（火）から、３学年とも、保健体育の授業で「武道（柔道）」の授業（１０時間完了）が
始まりました。その内容は、次の通りです（中学校学習指導要領より抜粋）。 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 本校では、特に、「自他共栄（互いに助け合い、ゆずり合いの心を忘れず、仲間とともに成長する）」
と「精力善用（柔道の稽古で鍛えた精神力や体力を普段の生活で活用すること）」を大切に、柔道の学習
を進めています。 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 １０月１６日（月）の授業後に、今年度３回目の小中連携教育
全体会を開催しました。会議では、小中学校共通の指導事項とし
て、下の１０項目について話し合い、確認しました。小中学校が
同じように指導することで、子どもたちが迷わず、安心して授業
を受けることができます。 

  
また、今後の「日間賀サミット」の進め方についても話し合いました。もっともっと島を元気にする

ために、「日間賀サミット」をどう充実させていくかについて、熱心な議論が行われました。 
 今後も、小学校と中学校が連携して、子どもたちの成長のために取り組んで行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒発表（１０月のテーマ：最近感謝したことについて） 

  

  

   

鈴木太陽さん（２年） 
 
僕が最近感謝したことは、毎日家事をしてくれる親です。なぜかというと、僕が朝学校に行く時間

より早く起きて朝食を作ってくれたり、学校にいる間は洗濯や掃除をしてくれたり、学校から帰って
くると夜ご飯を作ってくれたりするからです。 
普段当たり前に生活して過ごしていましたが、当たり前だと思っていたことはすべて親がしてく

れているということを知りました。毎日家事をこなして仕事をして疲れが溜まっているはずなのに、
僕が帰ってきたときには笑顔で「お帰り！」と言ってくれます。家事をして疲れているはずなのに、
笑顔でいられるなんてすごいと思いました。 
これからは、少しでも親の負担が減るように、自分のことは自分でやろうと思います。 

ｏ技ができる（技を高め勝敗を競う）楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができるよ
うにする（得意技を身に付けることができるようにする）。 

ｏ武道に積極的に（自主的に）取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろう（大
切にしよう）とすること、分担した役割（自己の責任）を果たそうとすることなどや、禁じ技を
用いないなど健康・安全に気を配ること（健康・安全を確保すること）ができるようにする。 

ｏ武道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方（見取り稽古の仕方）、関連して高ま
る体力（運動観察の方法）などを理解し、（自己の）課題に応じた運動の取り組み方を工夫できる
ようにする。 

※   は１・２年生、（   ）は３年生の内容 

①授業準備（学習用具）、②時間厳守、③授業前後のあいさつ、
④挙手・返事、⑤起立・発表、⑥整理・整とん、⑦姿勢、 
⑧ノートの書き方、⑨聞き方、⑩話し方 


